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登録リスト（該当：32件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 【上田市の銭湯】②宮桜の湯]	【上田市の銭湯】②宮桜の湯	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。今回は、日の出町（常田3丁目）の「宮桜の湯（みやざくらのゆ）」さんをご紹介します。

宮桜の湯さんは、イオンスタイル上田や信州大学繊維学部の近くにあります。イオンの前の「信大繊維学部入口」交差点から信大正門の方へ進み、道なりに行けば右手に看板が見えてきます。玄関の「わ」の看板と薪のいい香りは営業中の証。ちなみに夏と冬で暖簾が違うんです。水色地に花火の絵柄が牛乳石鹸制作の2005年夏バージョンの暖簾、紺地に図形が描	2023-11-30
	2	[image: 信州上田デジタルマップで記事を投稿したい方へ]	信州上田デジタルマップで記事を投稿したい方へ	　近年、様々な情報がインターネット上に投稿され、不特定多数の人に共有されている。そのため、インターネットの検索機能を使えばどんな内容であれ見つけることが可能なように感じられる。しかし実際のところ、インターネット上に投稿されていない、調べても見つからない情報は２０２３年現在でも多くある。例えば、私の祖父が住んでいた上田市の常盤町という地域では、創立３０年、５０年、６０年を記念した地域の情報をまとめた冊子が配られていた。この情報はインターネット上で検索を行っても、常盤町の歴史どころか「常盤町○年のあゆみ」が配られていた事すら、見つけることが出来なかった。こういった冊子は、誰かが保存していなければ後生には残らず、誰かが共有しなければ存在すら忘れられる。
そういった資料をお持ちの方	2023-08-09
	3	[image: 常盤街の歴史　昭和４５年から昭和４９年まで]	常盤街の歴史　昭和４５年から昭和４９年まで	昭和４５年
１　　　自治会会則が一部変更し、監事２名を置く。
９　　　「これからの親と子のあり方」の講習会を開く。
　　　　講師は上田三中校長黒坂周平氏。
１０　　　西小･三中PTA支部廃品回収を実施、収益金２０,８８４円
１１　　　新上田橋が完成する。
昭和４６年
９　　　　敬老会を市老人福祉センターで開く。米寿会員３３人出席。
１０　　　常盤町簡易郵便局が開局する。
１０　　　上田市交通安全協会鎌原支会の分会として常盤町分会が設立される。
１０　　　自治会館南側の道路を日曜広場として利用し始める。
１２　　　町婦人部主催で金子康夫さん撮影の８mm映画「常盤町の誕生より今日まで」の上映会を開く。
１２　　　団地南端の交差点（山寺さん宅前）へカーブミラーや「止れ」の交通標識が建つ。
１２　	2023-08-09
	4	[image: 常盤町の歴史　昭和４０年から昭和４４年まで]	常盤町の歴史　昭和４０年から昭和４４年まで	昭和４０年
１　　　新年の賀詞交換を行う。（以後毎年実施している。）
３　　　太郎山に山火事が発生して４時間余り燃え続け自治会館が消防詰所となり、炊き出しをする。
８　　　台風のため町内にも被害が発生する。
昭和４１年
３　　　町内道路舗装促進の陳情書を市に提出する。
３　　　郵便ポスト設置実現の陳情書を上田郵便局へ提出する。
６　　　急行バスの生塚停車実現の陳情書を川中島バス会社へ提出する。
１２　　社会部と西小PTA支部共催で「ママポリスさんと語る夕べ」が開かれる。
１２　　道路簡易舗装第１期工事１８０mが団地入り口から始まる。
昭和４２年
２　　　山火事が発生し、３時間余り燃え続ける。
３　　　町内下水路改装（１００万円）がしゅん工する。
４　　　米寿会（初期は老人クラブと称した）	2023-08-09
	5	[image: 常盤町の歴史　昭和３５年から昭和３９年まで]	常盤町の歴史　昭和３５年から昭和３９年まで	今回の「常盤町の歴史」では、常盤町創立（昭和３５年）から平成３年（「常盤町３０年のあゆみ」に記載されている範囲）の範囲内を可能な限り記す。内容に関しては私個人が重要な事を抜き出し及び文章を変更して記載すると事実と異なる内容となる危険性があるため、記されている内容をそのまま記載する。尚、該当ページは第３章常盤町３０年のあゆみ、第１節常盤町３０年の沿革表が記されている７７頁～１００頁である。文量が多いため、５年毎複数のページに分けて記載する。

昭和３５年
１２　　県企業局より住宅団地造成計画のあることが地元（生塚区）に示される。
昭和３６年
２　　　このころから生塚区及び関係地主の対応が具体化し始め、団地造成委員会を設けたり関係地主大会も開かれ、県や市との交渉･話し合いが頻繁にも	2023-08-09
	6	[image: 常盤町３０年のあゆみ　目次]	常盤町３０年のあゆみ　目次	常盤町３０年のあゆみ
　１．入居当時の常盤町
　２．昭和５０年当時の航空写真
　３．常盤町周辺の航空写真
　４．常盤町の歌
　５．常盤町地籍の小字図
　６．歴代自治会長
　７．完成近い自治会館
　８．発刊に当たって
　９．「常盤町３０年のあゆみ」
第１章　常盤町の自然と歴史
　第１節　大字常磐城地区の変貌
　第２節　自然の様子
　第３節　上田市の歴史
　第４節　常盤町周辺の寺社･史跡等
第２章　常盤町の団地造成と自治会の発足
　第１節　戦後の市内住宅事情と常盤団地の造成
　第２節　団地造成に対する生塚住民の協力
　第３節　県企業局の団地造成計画
　第４節　宅地区画と住民募集経過
　第５節　自治会の発足と自治会館建設
　第６節　当時の入居者構成分布
　第７節　初期の公共生活環境整備に向けて
	2023-08-09
	7	[image: 上田の蚕業について④]	上田の蚕業について④	蚕業を行っていた頃の農家の主婦についても現在の社会の状況と重なる部分が多々あります。
女性の労働について記録された書籍(「人権の確立と女性のあゆみ」 (平成14年)編集者　上田市誌編さん委員会　発行者　上田市・上田市誌刊行会より)に載っている写真を見ると、家の一角のような場所で女性や子どもが写っていたり、女性が男性に交じって働く写真があったり、特定の性別や年齢で限らず、人々の生活に蚕業が根付いていたように思われます。特に女性の仕事は家事育児、給桑作業や農作業など多岐にわたるように見受けられました。
同誌によると、

「明治から大正期に蚕糸業が全盛であった上田地域では、多くの農家の主婦が蚕の世話に始まる農作業や家事に追われ、目の回る忙しさでした。乳幼児をかかえた母親たちも例外ではなく、重	2022-11-28
	8	[image: 上田の蚕業について③]	上田の蚕業について③	上田の蚕業について記された記録には、工女の消費活動についても以下のような記述があります。

工場の休日は日頃の長時間労働から解放された工女にとっては楽しいひとときで、小間物屋に寄って化粧品や小物を求めたり、呉服屋で普段着を買ったりしました。おやつの鯛焼きは工女に人気があり、休日や工場の開業前になると店先に行列ができるほどでした。(中略)常田館などのような大きな工場になると、呉服屋や小間物屋などが出張して郷里へのお土産を売りました。(「上田市誌　近現代編(２)　蚕都上田の栄光」135、136ページ上田市誌編さん委員会　平成15年3月1日信毎書籍印刷株式会社より)

既婚でもなく、子どもでもない、大人の労働者である工女たちの消費行動は羽振りが良いように感じられます。加えて、結婚前に、経済力と自由がある	2022-11-28
	9	[image: 上田の蚕業について①]	上田の蚕業について①	上田の蚕業の発展について記された書籍では、「町村誌をみると、『男、農桑を業とす、農隙養蚕、山稼をなす、。女、養蚕をなす。余間生糸及び縫織をなす。』とあるように、上田地方では桑が稲作に次ぐ重要な作物であり、男女とも養蚕を手掛け、」(「上田市誌　近現代編(２)　蚕都上田の栄光」37ページ上田市誌編さん委員会　平成15年3月1日信毎書籍印刷株式会社より抜粋)と述べられています。そのことから、男女が同じ事柄について役割分担を行い、分業して働いていたことがうかがえます。また、上田の女性の人権の確立について記録された書籍によると、江戸時代は仕事の線引きはあまりなく、必要とあれば一家が協力して家を回すという文化だったとのことです(「人権の確立と女性のあゆみ」134ページ(平成14年)編集者　上田市誌編さん委員会	2022-11-28
	10	[image: 現代に繋がる主導的産業の偏移について]	現代に繋がる主導的産業の偏移について	　幕末の開港によって長野県は地域経済を世界につなげることになった。そこで長野県を国外まで広げる一翼を担ったのは生糸でした。
　長野県は外国との交流が始まると、器械製糸を取り入れ、養蚕や蚕種業の技術開発や改良に力を入れました。それで、蚕糸王国と呼ばれることになったわけです。長野県の近代のあゆみは養蚕や製糸業の盛衰に左右され長野県の命綱は、蚕糸業であったと断言して過言ではありません。
長野県の製糸業は県外や外国にまで進出し、日本の製糸の中心となります。なので、長野県内のいたるところの農家では養蚕が営まれました。
　蚕糸業は大正時代から昭和初年にかけて全盛期を迎えますが、1929年（昭和4）からの世界大恐慌の影響をうけ、製糸業を営む会社の倒産が相次ぎ、繭価の価値の大暴落のため生活を養蚕に	2022-08-10
	11	[image: 第28号『上田小県における感染症の歴史』]	第28号『上田小県における感染症の歴史』	上田小県近現代史研究会ブックレット第28号『上田小県における感染症の歴史』
【編著・発行】上田小県近現代史研究会
【発行】2021年12月10日
【定価】600円（税別）上田市内の書店でお買い求めください。

　パンデミック（世界的大流行）はこれまでも幾度となく立ち現れ、先人たちもその度に脅かされてきました。多くの命が奪われ、社会活動に支障をきたしました。しかし、その都度全力で立ち向かい、できる限りの対策を講じて乗りこえようとしてきました。なす術もないと思われた時でさえ絶望せず、しばしば神仏に疫病退散を祈り続けました。(略)
　もう一度各章にわたり取り上げたテーマについて、明らかにできた教訓や課題、厳しい条件の中でも命や暮らし、さらには文化を守るための人々の努力があったことを確認してみましょう。（	2022-03-13
	12	[image: 当研究会発行のブックレット　バックナンバー]	当研究会発行のブックレット　バックナンバー	号によっては品切れがあります。上田市内の書店でお買い求めください。または上田小県近現代史研究会事務局へお申込みください（下記に住所記載）。

号数　ブックレットタイトル　著者　発行年月
1 『深町広子と上田自由大学』上原民恵[著] 1995.03,2000[改訂]【品切れ】
2 『上田小県地方に空襲があった』新津新生[著] 1996.07,2005[改訂]【品切れ】
2 『上田小県地方に空襲があった 増補改訂版』新津新生[著] 2005.07【品切れ】
3 『信州の鎌倉　別所温泉―歴史と文化―』上田小県近現代史研究会[編] 1997.10,1998[改訂]【品切れ】
4 『金	2022-03-06
	13	[image: 学生による地域キュレーション2021：全部①～⑱]	学生による地域キュレーション2021：全部①～⑱	▼地域キュレーション発表会記録
★テーマ①「上田と観光」(発表者：り)
★テーマ②「上田市と松川村の手当・補助の比較」(発表者：飯沢)
★テーマ③「塩田平をめぐる」(発表者：オガサカ)
★テーマ④「上田の歴史にふれる」(発表者：崔)
★テーマ⑤「山道を	2022-02-08
	14	[image: 別所温泉月別利用者数]	別所温泉月別利用者数	2010年～2019年の別所温泉の月別利用者数を平均化してグラフにした。
冬の方が利用者が多いイメージがあったが、一番多かったのは8月だったのが意外だった。7、8月は夏休みを利用して訪れる県外からの家族連れが多く訪れ、1月は地元の人が初詣に訪れるため利用者が増加していると考えられる。
出典：観光地利用者統計調査/長野県https://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangyo/kanko/toukei/riyousya.html	2022-01-26
	15	[image: 別所温泉の利用者数の推移]	別所温泉の利用者数の推移	2002年～2020年の別所温泉の利用者数を調べ、グラフにした。
2002年からゆるやかに減少しているが、2016年に大きく増加している。理由としては、2016年に放映されたNHK大河ドラマ「真田丸」の放送で上田地域の知名度が上がり、利用者が増加したことが考えられる。
2020年は新型コロナウイルスの影響で利用者が大きく減少している。
出典：観光地利用者統計調査/長野県https://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangyo/kanko/toukei/riyousya.html	2022-01-26
	16	[image: つけば小屋]	つけば小屋	　実際に「つけば小屋」がある場所へ行ってみたのだが、今の時期はハヤ・アユが獲れる時期ではなく、営業もしているはずもないのだが、小屋すらなく撤去されていた。例年、4月の下旬に建て、10月末には壊しているらしい。	2022-01-26
	17	[image: つけば漁で獲れる魚]	つけば漁で獲れる魚	　「つけば漁」では、季節によって獲れる川魚が異なり、6月末まではハヤ（ウグイ）、7月から10月まではアユが獲れる。

　「つけば漁」について調べる前は、なぜこのような魚たちが勝手に集まるのかと疑問に思っていたが、上田地域は千曲川の中流域で、ハヤなどの生息に適している地域ということが分かり、さらに、魚が集まるための場所を作る漁師さんたちの努力の賜物だということも知ることが出来た。

＜参考＞
上田市 「千曲川のつけば漁」上田市ホームページ
（https://www.city.ueda.nagano.jp/soshiki/nosei/2544.html） （2022-1-24 閲覧）	2022-01-26
	18	[image: 北国街道柳町]	北国街道柳町	石畳が敷かれた古き良き街並みが魅力の柳町。名前の通り柳の木が生えており、春になれば見事なしだれ柳を楽しむことができます。上田の名物グルメのお店が集まるグルメスポットとしても注目されています。	2021-12-21
	19	[image: 上田駅お城口]	上田駅お城口	上田駅といえば、真田氏ゆかりの六文銭マークのイメージが強いと思います。駅前の広場には真田幸村の騎馬像もあります。馬にまたがる勇ましい姿が印象的です。
周辺には中国寧波市から寄贈された石刻獅子像や、上田駅再開発のモニュメントとして作られた水車などがあります。どれも上田駅のシンボルとして親しまれています。	2021-12-21
	20	[image: 地域キュレーション「上田探検」2021]	地域キュレーション「上田探検」2021	信州上田学A（2021年度後学期）の地域キュレーション課題「上田探検」に取り組んだ学生たちのアウトカムをご紹介します。

	上田とコンテンツツーリズム (りった)
　上田の観光事業への取り組みを知り、よりよい策を考える。
	別所温泉めぐり (あゆ)
　別所温泉街を巡り、気になるスポットを撮影する。
	塩田平をめぐる (オガサカ)
　別所温泉がどのような場所であるのか、歴史的背景や、地理的な側面から見たい。
	上田の歴史にふれる (崔)
　昔の上田は何があって、何をしていたのかを探求し今後の活動に活かす。
	

	2021-11-17
	21	[image: 別所温泉観光協会　第二駐車場]	別所温泉観光協会　第二駐車場	500円で一日駐車しておける駐車場です。トイレや別所温泉の観光案内図なども設置されています。
管理人の方に道を尋ねたところ、親切に教えてくださったばかりか地図も頂きました。すぐそばに野菜の直売所もあります。	2021-11-14
	22	[image: 愛染橋]	愛染橋	旅館花屋の近く、湯川に架かっている愛染橋。鮮やかな赤色が目にとまり、思わず撮影しました。
調べてみると数年前の写真ではもっと渋い色をしていたので、最近塗装し直されたのでしょうか。	2021-11-14
	23	[image: 北向観音参道]	北向観音参道	立ち並ぶ赤い番傘が印象的な、北向観音に続く参道です。
お土産屋さんや飲食店が充実しており、小さいながらも見どころの多い場所となっています。お茶屋さんを彷彿とさせる赤い椅子でまったりするのもいいですし、龍の口から温泉が出ている慈覚大師の湯で温まることもできます。	2021-11-14
	24	[image: お休み処　しゅうぷろ]	お休み処　しゅうぷろ	北向観音参道にある無人の休憩所です。Wi-Fi完備で大型モニターが設置されており、誰でも自由に利用することができます。
室内は明るく温かい雰囲気で入りやすいです。入り口のそばには持ち帰り自由な自家製野菜が置かれており、地域限定オリジナル商品の自動販売機などもありました。
LINEやInstagramのアカウントもあるようなので、ぜひ登録してみてください。	2021-11-14
	25	[image: 慈悲の湯]	慈悲の湯	北向観音の手水舎です。流れているのは温泉なので、寒い日でも安心して手を清められます。
手水なので口をすすぐのはもちろんのこと、飲むこともできます。以前飲んだことがあるのですが、硫黄の香りが口いっぱいに広がり、決して美味しくはなかったのでおすすめはしません。	2021-11-14
	26	[image: 愛染かつらの木]	愛染かつらの木	北向観音の境内にある大きな桂の木です。葉っぱがハート型なことから、縁結びのご利益があるとされています。
撮影日は残念ながら時期が悪く、枯れ果てていました。かろうじて数枚残っていた葉っぱを撮ってみましたが、これが愛染かつらの葉なのかは分かりません。	2021-11-14
	27	[image: 北向観音堂]	北向観音堂	北向きに建立されたことから名前がついた北向観音。厄除け観音として信仰を集めています。
お堂の中は薄暗く、お線香の匂いが立ち込めていてなんだか心が落ち着く空間でした。お線香を入れられる香炉には小さな狛犬が乗っかっていて可愛かったです。	2021-11-14
	28	[image: プレミアムジェラート　ハレTerrace]	プレミアムジェラート　ハレTerrace	北向観音参道にあるジェラート屋さん。撮影日はそこそこ寒かったですが、老若男女問わずたくさんのお客さんで賑わっていました。
紫芋のジェラートとラズベリーソルベを注文したところ、カップいっぱい山盛りに盛り付けていただきました。素材そのものの味が生きた素朴な味で、とても美味しかったです。	2021-11-14
	29	[image: 中塩田小学校 盈進学校・本郷学校跡]	中塩田小学校 盈進学校・本郷学校跡	現在の上田市立中塩田小学校の敷地内にある盈進学校・本郷学校跡です。盈進学校は1873年に開校し，1886年から本郷学校になりました。
ぱっと見ただけでは学校の歴史がわからない中，思っていたよりも歴史が長いことに驚きました。

【参考】
上田市立中塩田小学校 「中塩田小学校のあゆみ」 (2009)
http://www.school.umic.jp/nakashioda/syoukai/cat19/20090730-114954.php	2021-05-04
	30	[image: 明治35年　常磐城區有土地建物寄附之件]	明治35年　常磐城區有土地建物寄附之件	『明治35年上田町会議案綴』（上田市公文書館所蔵）より

土地や建物の寄附について、土地の広さや建物の見積もり金額が記されている。

「前記ノ土地建物ハ上田町大字常磐城ノ所有ノ処上田尋常高等小学校ノ用ニ供スル為左ノ条件ヲ付シ上田町ヘ寄附スルモノトス」

年代や地名から推測すると、上田尋常高等小学校常磐城分教場（現上田市立西小学校）に使用された土地や建物と思われる。

【参考資料】
『上田市誌　近現代編（8）学校教育のあゆみ』上田市誌編さん委員会／編（上田市　2003年）	2021-02-27
	31	[image: 岡谷蚕糸博物館(1)]	岡谷蚕糸博物館(1)	　「岡谷蚕糸博物館」は昭和39年10月に開館し、製糸機械や製糸経営史料等の展示や、製糸工場を併設して動態展示を行う貴重な博物館である。
館内のミュージアムエリアは主に3つのコーナーに分かれていたため、記事を分けて投稿する。

　1つ目のコーナーでは、蚕から絹製品になるまでの流れや、日本・岡谷の製糸業のあゆみ等が大きなパネルにて展示されていた。（写真２枚目）
その中でも、特に目を惹かれたのが「フランス式繰糸機」と「諏訪式繰糸機」の実物の展示である。
　写真３枚目が実際に展示されていたフランス式繰糸機だ。これは、官営富岡製糸場に設置された300釜の中の2釜で、日本に残る唯一のフランス式繰糸機である。明治5年(1872)～昭和6年(1931)まで使われていた。
　写真4枚目は実際に展示されていた諏訪式繰糸機で、武居代	2021-01-27
	32	[image: 『上田市誌』(全31巻 2004年)目次]	『上田市誌』(全31巻 2004年)目次	『上田市誌』全31巻
発行：2002～2004年
編集者：上田市誌編さん委員会
発行者：上田市、上田市誌刊行会

以下から各巻の目次と奥付が参照できます。なお、対象の「上田市」は2006年の合併以前の旧上田市が対象です。

第01巻 自然編(1)上田の地質と土壌
第02巻 自然編(2)上田の気象と川や湖
第03巻 自然編(3)上田の動物と植物
第04巻 歴史編(1)上田盆地のあけぼの
第05巻 歴史編(2)上田の弥生・古墳時代
	2020-06-27
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